
隅

田
八
幡
神
社

人
物
画
象
鏡
銘
釈
読
考

-
末
尾
十
文
字
の
新
解
釈
1

石

和

田

秀

幸

に
ま
と
め
た
の
で
、
煩
を

い
と
わ
ず
参
照
し
て
頂
き
た

い
。

一
、

は

じ
め

に

二
、
「白

上
銅
を
取
る
」
を
疑
う

和
歌
山
県
橋
本
市
の
隅
田
八
幡
神
社
に
伝
わ
る
人
物
画
象
鏡
は
、
そ
の
外
区
に
四
十
八
文

　
　

　

字
の
銘
文
を
施
す
。
江
戸
天
保
期
に

『紀
伊
国
名
所
図
絵
』
に
採
録
さ
れ
、
大
正
三
年
の
高

橋
健
自
氏
に
よ
る
紹
介
以
来
学
術
研
究
の
対
象
と
な
り
、
多
く
の
論
考
を
得
て
既
に
九
十
年

ハ
　

　

余
り
を
経
た
。
旧
稿
に
お

い
て
、
定
説
と
な

っ
て
い
た
感

の
あ
る

「
開
中

(か
わ
ち
)
費
直
」

と

い
う
釈
読
を
、
「蹄
中

(き
)
費
直
」
と
改

め
た
際
、
日
本
や
中
国

だ
け
で
な
く
、
古
代　

ヨ

　

朝
鮮
半
島

の
文
字
文
化
を
も
視
野
に
い
れ
な
け
れ
ば
理
解
で
き
な

い
こ
と
を
痛
感
し
た
。
東

野
治
之
氏
に
は
、
「
木
簡
に
現
わ
れ
た

『某

の
前

に
申
す
』
と

い
う
形
式

の
文
書
に

つ
い
て
」

な
ど

の

一
連

の
論
考
が
あ
り
、
中
国

の
六
朝
時
代

の
文
書
形
式
が
木
簡

の
用
字

に
ま
で
影
響

を
与
え
て
い
る
こ
と
を
具
体
的
に
跡
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
拙
稿
も
東
野

氏
の
ひ
そ
み
に
倣

い
、

隅
田
八
幡
神
社
人
物
画
象
鏡

(以
下
隅
田
神
社
鏡

で
統

一
)
銘

の
末
尾

の
十
文
字
に
対
象
を

し
ぼ
り
、
漢
か
ら
六
朝

に
か
け
て
東
ア
ジ
ア
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
中
国

の
漢
字
文
化
が
、

ど

の
よ
う

に
変
容
し
な
が
ら
古
代
朝
鮮
に
伝
わ

っ
た
か
、
そ
し
て
更
に
海
を
越
え

て
そ
の
漢

字
文
化
が
ど

の
よ
う
に
五
世
紀

の
日
本
に
導
入
さ
れ
た
の
か
、
そ
の
実
体
を
明
ら
か
に
し
た

い
と
思
う
。
特

に
異
体
字

の
考
証
は
隅
田
神
社
鏡
で
は
ゆ
る
が
せ
に
で
き
な

い
問
題
な

の
で
、

東
京
国
立
博
物
館
作
成
の
隅
田
神
社
鏡

の
写
真
と
、
検
証
に
必
要
な
他

の
参
考
資
料
を
稿
末

ま
ず
四
十
八
文
字
全
体
の
釈
読
を
示
そ
う
。
三
十
八
字
ま

で
は
す

で
に
発
表
し
て
い
る
拙

案
を
、
最
後

の
十
文
字

に
つ
い
て
は
今
ま

で
発
表
さ
れ
て
き
た
論
考

や
日
本
史
事
典

の
類
に

載
る
定
説
と
言
え
る
釈
文
を
示
す
。
し
か
し
、
驚
く
べ
き
事
に
こ
の
末
尾
の
十
文
字

に
つ
い

て
は
、
高
橋
健
自
氏

の
釈
読
が
、
現
在

に
至
る
ま
で
改
め
ら
れ
ず
に
使
わ
れ
て

い
る
の
だ
。

癸
未
年
八
月
日
十
大
王
年
予
弟
王
在
意
柴
沙
加
宮
時
斯
麻
念
長
奉
遣
蹄
中
費
直
械
人
今

州
利
二
人
等

(傍
点
が
付
く
字
は
拙
稿
に
て
改
め
た
箇
所
)

①

②

③

取

白

上

同

二

百

旱

作

此

寛

(所
)

(卑
)

(取
)

(

)
は
異
説

高
橋
氏

の
説
で
解

釈
す
る
と
、
「白
上
銅
二
百
旱
を
取

っ
て
、
こ

の
鏡
を
作
ら
せ
た
」
と

い
う

こ
と
に
な
る
。

し
か
し
こ
の
解
釈
は
異
体
字

の
検
討
を
行
わ
ず
に
な
さ
れ
た
と
思
わ
れ

る
。
以
下
参
考
資
料
①

か
ら
③

の
三
字
に

つ
い
て
、
詳
し
く
検
証
し
て
行
き
た

い
。

ま
ず
参
考
資
料
①

の
字

で
あ
る
が
、
「所
」
と

「取
」

で
二
説
対
立
し

て
い
る
。
字
体
は

明
ら
か
に

「所
」

の
異
体
字
な

の
だ
が
、
「取
」
説
の
方
が
有
力

で
あ
る
。
そ

の
根
拠
は
次

の
中
国
出
土
漢
鏡
銘

文
に
あ
る
。
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漢
有
二
善
同

一、
出
二
丹
陽

一。
取
レ
之
為
レ
鏡
。

漢
に
善
き
銅
有
り
、
丹
陽
よ
り
出
づ
。
之

(
11
銅
)
を
取
り

て
鏡

を
為

(
つ
く
)
る
。

官
営
工
房
で
作
ら
れ
た
漢
鏡
は
、
そ
の
鏡
銘

の
類
型
化
が
は
な
は
だ

し
く
、
最
初

の

一
句

が
同
じ
で
あ
れ
ば
、
そ

の
後

の
銘
文
も
あ
ま
り
変
わ
ら
な

い
。
隅
田
神

社
鏡
も

「之

(銅
)

を
取
り

て
」
と

い
う
定
型
句
を
学

ん
で
、
「白
上
銅
を
取
り

て
」
と

い
う
句
を
作

っ
た
と
見

る
の
で
あ
る
。
字
は

「所
」

で
あ
る
が
、
「取
」
に
似
て

い
る
の
で
、

「取
」
を
誤
刻
し
た
も

の
と

い
う
判
断

で
す
ま
し
て
い
る
。

し
か
し
、
漢
代
鏡
銘
に
は

「采
」
取
銅
錫

L

や

[攻
レ
山
采
レ
錫
」
な

ど
の
表
現
が
あ
り
、

「取
」

は
山
か
ら
採
掘
し
た
銅

や
錫
を

「選
び
取
る
」
意
と
す
る

の
が
普
通

で
、
採
鉱
選
鉱

の
過
程
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
精
錬
さ
れ
、
錫
ま
で
混
ぜ
ら
れ
た
完
成
品
と
し
て
の

「上
質

な
る
白
銅
」
を

「取
る
」
と

い
う

の
は
い
さ
さ
か
不
審

で
あ
る
。
ま
た
漢
語
と
し

て

「上
質

な
白
銅
」
と

い
う
意
味

で
使
う
な
ら
、
「上
白
銅
」
と
す

べ
き
だ

ろ
う

。
奈
良
時
代

の
例
だ

が
、
木
簡
に

「
上
吹
銅
」

の
語
を
見
る
。

　
　

　

自
レ
宮
請
・
上
吹
銅

一
万

一
千
二
百
廿

二
斤

一

(『日
本
古
代
木
簡
選
』
所
収
)

た
だ
し
、
「白
」
を

「精
」
「清
」
「潔
」

(き
よ
し
)
の
類
義
と
見
、
「
上
」
を

「良
」
「善
」

「佳
」

(よ
し
)

の
類
義
と
見
て
、
合
わ
せ
て

「精
良
な
る
銅
」
と
解

す
こ
と
も
可
能

で
は

あ

る
。
漢
鏡

の
銘
文
に
は

「精
銅
」

「清
銅
」
「潔
銅
」
や

「良
銅
」
「
善
銅
」
「佳
銅
」

鞠好

銅
」
「美
銅
」

「名
銅
」

の
語

が
見
え

る
。
た
だ

「上
銅
」

の
例
は
な
く

、
「上
」

の
よ
う
な

多
義
語
は
形
容
詞
の
意
味
と
し
て
使
う

の
は
避
け
ら
れ
て
い
た
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

ま
た

「白
上
」
と
い
う
組
み
合
わ
せ
も
、
「白
精
」

「青

(精
)
白
」
は
あ
る
が

「白
上
」

「上

白
」

は
見
ら
れ
な

い
。
こ
れ
は

「精
良
な
る
」

の
意
味
と
し
て
の

「白
上

」
が
、
「白
」
「精
」

系
列

の
形
容
詞
と

「
上
」
「好
」
系
列

の
形
容
詞

の
二

つ
の
別
系
統

の
組
み
合
わ
せ
で
で
き

て
い
る
か
ら
だ
。
江
田
船
山
古
墳
出
土
鉄
刀
銘

の

「三
寸
上
好
口
刀
」

の

「上
好
」

の
よ
う

な
同
義
同
系
列
の
組
み
合
わ
せ
パ
タ
ー
ン
の
形
容
詞
句
な
ら
六
朝
時
代

の
漢
語
と
し
て

一
般

的
だ
が
、
「白
」
と

「
上
」
で
は
系
列
が
違

い
、
形
容
詞
句
と
し

て
成

立

し
に
く
か

っ
た
と

思
わ
れ
る
。

一
方

「
所
」
説
は
ど
う

で
あ
ろ
う
か
。
「所
」

の
解
釈
に
は
二
説
あ
る
と
言

っ
て
よ
い
。
ま

　
ら

　

ず
坂
元
義
種
氏

の
説

で
、
「所
」
を
動
詞
と
見

る
。
藤
堂
明
保
氏
の
単
語
家
族

の
考
え
方
を

援

用
し

「
以

(
11
将

)
て
」
と
読

ん
だ
り
、
『廣
雅
』
釈
詰

一

「所
尽
也
」

の
義

か
ら

「
つ

く
し
て
」
と
読
む
説

を
提
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
古
代
朝
鮮
や
日
本

で
実
際
そ
の
よ
う
な

読
み
が
な
さ
れ
た
例

も
な
く
、
希
訓
と
言

っ
て
よ
い
。
五

・
六
世
紀
の
日
本
に
お
け
る
漢
字

文
化

の
導
入
状
況
か

ら
判
断
す

る
と
無
理
の
多

い
説
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　
　

　

「所
」
説

の
も
う

一
つ
の
解
釈

は
、
こ
の
字
を
助
字
と
見

る
も
の
で
、
山
田
孝
雄
氏
と
山

尾
幸
久
氏
ら
が
代
表

で
あ
る
。
ま
ず

二
人
の
釈
読
を
示
す
。

山
田
説

所

白

上

(申

ス
)
同
二
百
卑
レ作
此
寛

山
尾
説

二
人

の
尊
を
遣
わ
し
、
白
す
所
な
り
。
同
二
百
旱
を
上

(す
す
)
め
、
此

の

寛
を
作

る
な
り
。

山
田
説
は
ご
本
人

よ
り

の
私
信
を
保
坂
三
郎
氏
が
公
開
し
た
も

の
で
、
訓
読
は
な

い
が
、

付
せ
ら
れ
た
訓
点

か
ら

「白
上

(ま
う
)
す
と
こ
ろ
の
銅
」
と
読
む
の
だ
ろ
う
。
『
日
本
書

紀
』

に
は

「言
上
」

や

「奏
上
」
で

「ま
う
す
」
と
訓
む
例
が
あ
り
、
「
上
」
だ
け
で
も

「ま

う
す
」

の
意
が
あ
る
。
「白

上
」
を

同
義
字

の
二
音
節
語
と
見
て

「ま
う
す
」
と
訓
む
こ
と

に
問
題
は
な

い
。
し
か
し
、
「
此
の
鏡
を
作
ら
し
む
」
と
す
る
後
続

の
構
文
か
ら
は
、
「
銅
を

以
て
」
と

い
う
よ
う

に

「以

て
」
を
付
け
て
読
ま
な

い
と
落
ち
着
か
な
い
。

一
方
、
山
尾
説

は

「白
」
と

「上
」

の
問
を
句
切

っ
て
読
む
。
し
か
し
、
こ
れ
だ
と

「
二
人
等
」
を
遣
わ
し

て
何
を

「白
」
し
た

も

の
か
、
そ

の
内
容
が
よ
く
わ
か
ら
な

い
。
ま
た

【所
白
」
の
後

に

「也
」

の
よ
う
な
助
字
を
付
け
ず
に
、
句
切

っ
て
し
ま
う

の
も
訓
読
す
る
に
は
少
し
強
引
だ
。

「所
」

は
現
在
で
も
中
国
語
学
者

に
よ
り
重
要
な
助
字

(虚
詞
ま
た
は
所
字
結
構
と
も
言
う
)

と
し
て
研
究
さ
れ
て

い
る
。
助
字
で
解
釈
す
る
の
が
も

つ
と
も
無
理
が
な

い
と
思
わ
れ
る
が
、

漢
文
に
造
詣
の
深

い
山
田
氏
山
尾
氏
が
と
も

に
難
渋
し
て
い
る
よ
う

に
見
え
る
の
は
、
語
法

上
構
…文
上
お
か
し
な

点
が
あ
る
か
ら
で
、

一
筋
縄

で
は
い
か
な

い
。
私
は
、
こ
の

「所
白
」
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は
朝
鮮
半
島

で
生
ま
れ
た
特
殊
構
文
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

を
述
べ
た

い
。

三
、
「所
白
上
同
」

の
再
解
釈

次

の
項

で
、
そ
う
考
え

る
根
拠

ま
ず
、
「所
白
」

の
中
国

で
の

一
般
的
用
例
を
見

て
み
よ
う
。

所
レ
白
庭
レ
奏
皆
可
。

(『漢
書
』
箭
望
之
伝
)

「
上
申
し
た
奏
言
は
皆
主
上
の
御
意
に
か
な

っ
た
」

橡
所
レ白
之
状

(『太
平
廣
記
』
出

《投
荒
雑
録
》)

「役
人
が
報
告
す
る
手
紙
に
は
」

中
国
で
は

「所
白
」
は
上
申

・
報
告

の
意
味
で
使
わ
れ
る
こ
と
が
多

く
、
隅
田
神
社
鏡

の

場
合
も
そ
の
解
釈
で
良

い
の
で
は
な

い
か
。
そ
う

で
あ
れ
ば
、
そ

の
報

告
を
行
う
動
作
主
体

は

「所
白
」

の
上

に
あ

る

「
二
人
等
」
で
あ

ろ
う
。
「所

白
」
の
下

に
来

る

「上
銅
」

の

「上
」
は
、
山
尾
氏

の

「す
す
め
る
」

の
意
味

で
良
く
、
「銅
を
上

(た

て
ま

つ
)
る
」
と

読
ん
で
も
よ

い
。

『藝
文
類
聚
』
所
引
の
沈
約

の
文
章
に

「梁
沈
約
為
二
柳
世
隆

一上
レ
銅
表
」

と

い
う
題
の

「表
」
が
あ
る
。
南
北
朝
、
特
に
梁

の
時
代

に
は
銅

の
深
刻
な
枯
渇
が
あ
り
、

有
力
者
に
よ
る
銅

の
献
上
が
行
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
六
世
紀
初
頭

の
中
国
で
そ
う
で
あ
れ

ば
、
僻
遠

の
地
日
本
で
も

「銅
を
上
る
」
こ
と

に
は
、
量
の
多
寡
は
あ
る
も

の
の
相
応
の
意

味
が
あ

っ
た
と
考
え
て
よ

い
の
で
は
な

い
か
。
こ
の
用
例
を
参
考
に
し

て
、
「
二
人
等

の
白

す
所
」
と

「
銅
を
上
る
」
を

つ
な
げ

て
読
む
と
、
そ
の
場
合

「
二
人

の
白
す
所
」
が
指
す
具

体
的
な
内
容
は
ど

の
部
分
に
な
る
の
か
。

、

今
、
仮

に
二
人
等

が
報
告
し
た
内
容
を

「上
銅
」
以
下
末
尾

「此
寛
」
ま
で
八
字
と
し
た

時
、
ち

ょ
う
ど
そ
れ
は
会
話
を
引
用
し
た
よ
う
な
形

に
な
ろ
う
。

二
人
等

の
白
す
所
は
、
「銅
二
百
旱
を
上
り
、
此
の
鏡
を
作
る

(取

る
)
」
と
。

し
か
し
、
こ
の
釈
読

に
は
漢
文
語
法
上
大

い
に
問
題
が
あ

る
。
正
格
漢
文
で
は
会
話
引
用

に

「所
」
字
を
必
要

と

し
な

い
。
「
二
人
等
白
、
『上
銅

二
百
旱
』
」
で
十
分
だ
。
例
え
ば
、

　
　

　

『続
日
本
紀
』

で
は

「太
政
官
奏
」
「美
濃
国
言
」

で
会
話
が
始
ま
る
形
式
が

一
般

で
、
「太

政
官
所
奏
」
「美
濃
国
所
言
」
と

い
う
言

い
方
は

一
切
な

い
。
「所
」
が
入
る
と
す
れ
ば
、
そ

れ
は
中
国
の
古
典
的

用
法
で
は
な
く
、
中
国
で
も

一
部

の
特
殊
な
書
籍
や
簡
憤
な
ど
に
現
れ

る
俗
語

の
類
と
言

っ
て
よ

い
。
古
代
朝
鮮

や
日
本

の
金
石

・
木
簡

の
文
章
類
に
そ
れ
が
偶
然

残

っ
て
い
る
場
合
も

あ
る
。
そ
の
よ
う
に
視
野
を
広
げ
た
時
、
「所
白
」
「所
言
」
型

の
会
話

引
用
型

の
表
現
は
希
有

で
は
な

い
。
そ

の
例
を

い
く

つ
か
示
そ
う
。

ま
ず
近
年

い
わ
ゆ

る
推
古
朝
遺
文
か
ど
う

か
で
そ

の
製
作
時
代
が
疑
問
視
さ
れ
て

い
る

「天
寿
国
繍
帳
」
銘

の
中

に
こ
の
用
法
が
あ
ら
わ
れ
る
。

我
大
王
所
レ告
、

世
間
虚
仮
唯
仏
是
真
。

こ
の
部
分
は

「告
り

た
ま

へ
ら
く

『世
間
は
虚
仮
に
し
て
、
唯
仏

の
み
是
れ
真
な
り
』
U

の
り
た
ま

へ
り
。」
と

訓
読
さ
れ
た
り
、
「我
が
大
王
告

る
所
、
世
間
は
虚
仮
、
唯
仏
の
み
是

　
　

　

れ
真
な
り
と
。
」

の
よ
う

に
読
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
銘
文

は
、
製

作
時
代

の
問
題
は
と
も
か
く
、
固
有
名
詞

の
字
音
仮
名
表
記

の
特
徴
か

ら
、
朝
鮮
半
島
渡
来

系

の
人
に
よ

っ
て
書
か
れ
た
も

の
で
あ
ろ
う
と

い
う
指
摘
が
な
さ
れ
て

い
る
。
繍
帳
銘

の
中

に
出

て
く
る

「等
巳
弥
居
加
斯
支
移
比
弥
乃
弥
己
等
」

の

「弥
」
が
、

上
代
特
殊
仮
名
遣

い
に
お
け
る
ミ
甲
類
音
と

メ
甲
類
音

の
二
つ
の
音
を
表
し
て
い
る
の
は
、

こ
の
二
音
を
弁
別
で
き
な

い
渡
来
人
に
よ

っ
て
書
か
れ
た
か
ら
だ
と
言
う
。
実
際
銘
文
中
、

「東
漢
末
賢
」
「
高
麗

加
西
溢
」

「漢
奴
加
己
利
」
等
渡
来
人

の
名
が
多
数
記
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
こ
の

「所

白

(告
)
」

の
よ
う
な
用
法

は
正
格
漢
文

で
書
か
れ

て
い
る
と
さ
れ
る

『日
本
書
紀
』

に
も
わ
ず
か
だ
が
見
る
こ
と
が

で
き
る
。

い
わ
ゆ
る

『日
本
書
紀
』

α
群
中

の
欽
明
紀

の
百
済
聖
明
王

の
会
話
中
に
現
れ
る
。

百
濟
聖
明
王
謂

二任
那
旱
岐
等

一言
、
「日
本
天
皇
所
レ
詔
者
、
全
以
レ
復
二建
任
那
一。

「日
本

の
天
皇

の
詔

へ
る
は
、
全
ら
、
任
那
を
復
し
建

て
よ
と
い
ふ
こ
と
を
以
ち
て
せ
り
。
」

別
汝
所
レ誉

恐
レ
致
二
卓
淳
等
禍

一、
非
三
新
羅
自
強
故
所
二能
爲

・也
。
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「別
に
汝

の
道
口ふ
所

の
、
卓
淳
等
が
禍
を
致
さ
む
こ
と
を
恐
る
と

い
ふ
は
」

欽
明
紀
二
年
条

「所
詔
」

「所
誉
」

の
後

に
話
文

の
引
用
が
来
る
こ
と
、
「と

い
ふ
」

や

「
と
」

の
読
み
添

え

で
終
了
す
る
点

が
共
通
し
て
い
る
。
欽
明
紀

の
朝
鮮
半
島
記
事
は
、

『百
済
記
』
な
ど
百

済
か
ら

の
亡
命
者

に
よ

っ
て
書
か
れ
た
も

の
が
元
に
な

っ
て
い
る
と
言

わ
れ
る
。
正
格
漢
文

に
直
さ
れ
る
過
程

で
、
な
お
朝
鮮
半
島
出
自

の
こ
の
特
殊
語
法
が
残

っ
た

の
で
は
な

い
か
。

　
　

　

特
に

「所
誉
」
の

「道
口」
は
朝
鮮
半
島
出
土
の

「迎
日
冷
水
里
碑
」
に

二
度
も
使
わ
れ
て
お

り
、
半
島
出
自

の
異
体
字
で
、

『百
済
記
』

の
用
字
を
そ

の
ま
ま
使

っ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。

隅
田
神
社
鏡

の

「所
白
」

に
、
「天
寿
国
繍
帳
」

の

「所
告
」
を
加
え

て
、
以
上

の
語
法
を

「所
言
」
型
引
用
語
法
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

こ
の
語
法

に
つ
い
て
は
、
他
に
朝
鮮
半
島

の

用
法
を
あ
げ
て
詳
細
に
述
べ
た

い
が
、
次
項
で
は
そ
の
考
証

の
前
に

「
二
百
旱
」

の
検
討
を

行
う
。

四
、
助
数
詞
と
し
て
の

「
旱
」
を
疑
う

先
学
の

「旱
」

の
解
釈

は
お
お
む
ね

「
二
百
」

の
後
の

「旱
」
を
助
数
詞

(量
詞
)
と
す

る
。
福
山
敏
男
氏
以
来
鉄
挺

(イ

ン
ゴ

ッ
ト
)

の
よ
う
な
棒
状

の
形
を

し
た
も

の
を
数
え
る

単
位
が

「
旱
」

で
あ

る
と

い
う

の
が
定
説
と
な

っ
て
い
る
。
し
か
し
、

二
百
旱
と
明
記
す
る

以
上
、

一
枚
の
銅
鏡
製
作

に

一
個

一
個
が
10

9
も
し
な

い
銅
挺

二
百
個

が
用
意
さ
れ
た
と
言

う

の
だ
ろ
う

か
。
そ
の
よ
う
な
微
妙
な
重
さ
を
持

っ
た
銅
挺
が
、
五
世
紀

の
日
本
に
あ

っ
た

と
は
到
底
思
え
な

い
。
「旱
」
字
を
も
う

一
度
、
こ
の
時
代

の
東

ア
ジ

ア
の
漢
字
文
化
に
も

ど
し
て
再
考
し

て
み
た

い
。
本
稿
末

の
参
考
資
料
②

の

「
旱
」
字
を
も
う

一
度
確
認
し
て
ほ

し
い
。

　り
　

『吐
魯
番
出
土
文
書
』

に

「同
旱
」
と

い
う
語
が
記
さ
れ
て
い
る
。
「
同
」
は

「銅
」

の
省

筆

で
あ
る
。

飲
水
馬
錦
鎮

二

砕
錦
五

小
斤

二

同
旱
三

露
嚢

二

(コ
局
昌
留
子
中
布
吊
雑
物
名
条
疏
」

2
1

1
0
5
)

錦
や
斧

や
古
袋
な
ど
と

一
緒
に
請
求
物
品
の

一
つ
と
し
て

「銅
旱
」
が
三
個
請
求
さ
れ
て

　　
　

い
る
。
こ
の
語

の
解

釈
を
王
啓
濤
氏
が

『吐
魯
番
出
土
文
書
詞
語
考
釈
』

の
中
で
、
「旱
」

は

「鐸
」

の
省
筆
で
あ
り
、
「針
」

の
こ
と
だ
と
言
う
。
「銅
釘
」
は
銅
製
の
樽
か
銅
製

の
肘

当

て
の
こ
と
で
あ
る
。
中
国
本
土

で
は

「旱
」
は
助
数
詞
で
は
な
く
、
品
名
と
し
て
使
わ
れ

て

い
る
。

ま
た
、
日
本
に
直

接
影
響
を
与
え
た
朝
鮮
半
島

の
例
で
は
、
上
院
寺
鐘
銘

(七

二
五
年
)

に

「都
合
鍮
三
千
三
百
鍵
」
と

い
う
表
現
が
あ
る
。
禅
林
院
鐘
銘

(八
〇
四
年
)
に
も

「古

鍾
金

二
百

八
十
廷
」
と
あ
り
、
八
世
紀
ま

で
鉄
挺
と
同
じ
く
銅
を

「
艇
」
や
そ

の
省
筆

の

「廷
」

で
表
し
て

い
た
。
『令
集
解
』
巻

二
十
三
禄
令
に
は

「鐵
以
十
斤
為

一
廷
」

の
記
事

が
あ
り
、

一
廷
は
約

2
キ
ロ
と

い
う
点
は
、
上
院
寺
と

一
致
す
る
。
新
羅

で
は
銅

の
助
数
詞

と
し
て

「鍵
」

が
使
わ
れ
お
り
、
中
国
同
様

「旱
」
で
表
記
さ
れ
た
も
の
は
見

つ
か
ら
な

い
。

　
ね

　

度
量
衡

の
古
典
的
な
名
著

で
あ

る
劉
世
儒
氏

の

『魏
晋
南
北
朝
量
詞
研
究
』
に
は

「挺
」

「
挺
」

の
用

例
は
指

摘
さ

れ
て

い
る
も

の

の
、
「桿
」

「秤
」

の
用
例

は
な

い
。
「桿
」
や

「
秤
」
が
助
数
詞
と

し
て
使
わ
れ
だ
し
た
の
は
唐
宋
以
後

の
後
代
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。
以

上
、
些
末
な
考
証
を

し
て
き
た
が
、
百
干
」
を
助
数
詞
と
見
る
こ
と
に
疑
義

が
あ
る
以
上
、

こ
の
字
に

つ
い
て
、
助
数
詞
以
外

の
意
味

の
可
能
性
を
見

て
み
た

い
。

ま
ず
、
中
国
出
土

の
銅
鏡

の
銘
文
に

「旱
」
と
釈
読
す
る
字
が
あ
る
。

(参
考
資
料
④
)

内
而
光
明
而
清
凍
石
華
以
之
為
鏡
以
之
知
人
請
口

口
口
旱
辰
生

　お
　

(梁
上
椿

『巌
窟
蔵
鏡
』
)

ハぜ

し
か
し
、
こ
の

「
旱
」
字

に
つ
い
て
は
釈
読
に
誤
り
あ
り
と
し
て
、
笠
野
毅
氏
が
好
論
を

も

の
し
て
い
る
。
こ

の
形
式

の
鏡
銘

の
類
句

に
は

「必
長
生
」
と

い
う
表
現
が
あ
り
、
「旱

辰
生
」

の

「辰
生
」

は

「長
生
」
の
読

み
違

い
、
「旱
」

の
方
も

「
必
」

の
仮
借

「畢
」
を

読
み
違

っ
た
も

の
と
す
る
。
「
旱
」
は

「畢
」

の
省
筆
異
体
字

で

「
必

(畢
)
ず
長
生
せ
ん
」
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と
読
む
べ
き
だ
と
言
う

の
だ
。

　ほ
　

ま
た
、
日
本

の
金
石
文
中
に
も
、
同
様

の
省
筆
が
あ
る
。

『正
倉
院

宝
物
銘
文
集
成
』
の

「勅
書
銅
板
」
中
に

「荘
厳
已
旱
」
と

い
う
語
句

が
見

つ
か
る
。

(参

考
資
料
⑤
)
こ
れ
は
、

中
国
で
言
う

と
こ
ろ
の
完
成
貌
句
式

で
、
「已
」
と

の
組

み
合
わ
せ
か

ら

「荘
厳
す

る
こ
と

已
に
畢
り
ぬ
」
と
読
む
。

『日
本
上
代
金

石
文
字
典
』
で
も

「畢
」

の
異
体
字
と
し
て
採
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
中
国

の
簡
憤
史
料
に

「畢
」
が

「旱
」
と
見
え
る
字

が
若
干
見

つ
か
る
。

要
至

八
月
内
償
貸
布
参
疋
使
畢

(『吐
魯
番
出
土
文
書

〔壱
〕』

P
三
〇
四
、
参
考
資
料

⑥
)

　ハ
　

吾
往
年
遇
旱

(畢
)
了

(
『長
沙
東
牌
楼
東
漢
簡
贋
』
、
参
考
資
料

⑦
)

確
か
に
、

こ
れ
ら
の
資
料
は

「旱
」
が

「畢
」
で
あ
る
可
能
性
を
示
す
が
、
改

め
て
隅
田

神
社
鏡

の
資
料
②

の

冒
干
」

の
字
を
見

て
ほ
し

い
。
「干
」

の
字

「
二
」
の
左
端
が
上
下

つ

な
が

っ
て
、
「
⊂
」

の
よ
う
な
字
に
な

っ
て
い
る
。
こ
の
部
分
だ
け
を
見
る
と
、
「旱
」
よ
り

「卑
」
に
近

い
。
し
か
し
、
「卑
」

で
も
な

い
。
そ
こ
で
次

の
参
考
資
料
⑧
を
見

て
い
た
だ

　レ
　

き
た

い
。
こ
れ
は

『長
沙
走
馬
楼
三
国
呉
簡
』

に
現
れ
る

「畢
」
字
で
あ
る
。

四
年
十

一
月
三
日
付
庫
吏
播
有
畢
。

こ
の

「畢
」
字
の
下
半
分
は

「正
」

の
字

に
近
く
、
「正
」

の
四
画
目
が
上
に
の
び
て

「E
」

の
よ
う

に
見
え
る
。
そ
の
よ
う

に
見

る
と
隅
田
八
幡
鏡

の

「
⊂
」
も
そ

れ
ほ
ど
丸
み
を
お
び

て

い
る
わ
け
で
は
な
く
、

一
番
下

の
横
棒
も

一
直
線

で
は
な
く
、
「
⊂
」
と

「
E
」

の
中
間

の
よ
う
な
筆
勢
に
な

っ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
「旱
」
字
と
す
る

の
に
問
題
と
す

る
箇
所
さ
え
、
か
え

っ
て

「畢
」

の
異
体
字

と
見
る
こ
と
に
有
利
に
働

い
て

い
る
。
以
上
の
考
察
よ
り
、
今
ま
で

「
旱
」
と
さ
れ
て
い
た

字
を

「畢
」
字
と
判
断
し
、
あ
ら
た
め
て
隅
田
神
社
鏡
の
銘
文

に
も
ど

し
て
、
整
合
性

の
あ

る
解
釈
が
可
能
か
検
討
し
て
行
き
た

い
。

二
人
等
所
レ白
、
上
二
同
二
百

一畢
、
取

庇

鏡

。

今
新
し

い
書
き
下
し
を
示
す
と

「
二
人
等

の
白
す
所
は
、

『銅

二
百

を
上
る
こ
と
畢

(お

は
)
り

て
、
此

の
鏡

を
取
る
。
』
と
。
」
と
な
る
。

「畢
」
を

「
終
わ
る
」

の
意
味
で
釈
読
す
れ
ば
、
「
二
百
」

の
後
に
助
数
詞
が
な

い
こ
と

に

な
る
。
確
か
に
助
数

詞
が
付
か
な

い
点
は
不
審
で
あ
る
が
、
筆
者
は
必
ず
付
か
な
け
れ
ば
な

　　
ソ

ら
な

い
も

の
と
は
思

わ
な

い
。
李
鋳
賢
氏
の

『韓
国
木
簡
基
礎
研
究
』

で
は
城
山
山
城
木
簡

の
釈
文
を
次

の
よ
う

に
訂
正
し
て
い
る
。

「姐
鋳
十
之
」
↓

「姐
鐵
十
六
」

「姐
鐵
」
が
ど
う

い
う
種
類

の
鉄
か
不
明
だ
が
、
そ

の
後

に

「十
六
」
と
あ
れ
ば
、
重
量

を
示
す
数
字
と
す
る

の
が
妥
当

で
、
助
数
詞
が
付
か
な

い
例
と
な
る
。
木
簡
な
ど
で
返
信
に

当
た
る
報
告
文

の
場

合
、
相
手

が
承
知
し
て
い
れ
ば
、
助
数
詞
の
省
略
は
よ
く
起

こ
る
現
象

で
あ

っ
た

の
だ

ろ
う

。

ま
た
武
寧
王
陵
か
ら
出
土
し
た

=

百
茄
」
銘
の
銀
花
形
装
飾
に
も
助
数
詞
が

つ
い
て
い

な

い
が
、

9

・
5
7

2

9
と

い
う
重
さ
か
ら
、
漢
代
よ
り
権
衡

に
使
わ
れ
て

い
た
助
数

詞

「警

鉄
の
+
分
の

一
の
単
位
で
・

・
ー

9
)
が
省
略
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

っ

冊

　り
　

て
い
る
。
(金
鐘
萬
他

『百
済

の
度
量
衡
』
)

そ
れ
で
は
、
「銅

二
百
」

の
後

に
ど

の
よ
う
な
助
数
詞
が
省
略
さ
れ
て
い
た
か
と
言
え
ば
、

ま
ず
第

一
に

「分
」
字
が
省
略
さ
れ
た
可
能
性
を
指
摘
し
た

い
。
中
国
南
朝
で
は
金
銀
糸
綿

　　

の
計
量
に

「
分
」

の
字
が
使
わ
れ
、
朝
鮮
半
島

に
も
伝
わ

っ
た
と
さ
れ
る
。
こ
の

「斤
両
分

鉄
制
」

の

「
分
」
は
、

一
分
が

3

・
5

9
で
あ
る
か
ら
、
二
百
分
で
あ
れ
ば

7
0
0

9
に
な

る
。
隅
田
神
社
鏡
は

1
4
3
4

9
だ
か
ら
、
こ
の
数
字
だ
と
約
半
分
の
重
さ
の
銅
を
献
上
し

た

こ
と
に
な
る
。

『
本
草
経
集

註
』
に
よ
れ
ば
四
分
が

一
両
と

い
う
よ
う

に
繰
り
上
が

っ
て

い
く
が
、

『三
国
史

記
』

に
は

「鍍
金
重

一
萬

一
百
九
十
八
分
」
「銀
五
千
七
百
分
」
「銅

三

萬
三
千
分
」
と

い
う

六

・
七
世
紀
代

の
記
事
が
あ
り
、
新
羅

で
は

「分
」
は
繰
り
上
が
ら
ず

に
使
う
金
属
の
重
さ

を
表
示
す
る
助
数
詞
と
し
て

一
般
的
で
あ

っ
た
よ
う
だ
。

ま
た
、
権
衡
制
度

そ
の
も
の
が
日
本

に
入

っ
て
き
た
こ
と
を
疑
問
視
す
る
向
き
も
あ
ろ
う
。

　ね
　

楊
伯
峻

・
何
楽
士
著

『古
漢
語
語
法
及
其
発
展

(修
訂
本
)』

の
量
詞
の
項
に
は
、
「年
齢
や



貨
幣
に
は
量
詞
を
用

い
な

い
こ
と
が
多

い
」
と

い
う
指
摘
が
あ

る
が
、

こ
の
貨
幣
に
は
助
数

詞
を
用

い
な

い
と

い
う
点
と
、
「
二
百
」
と

い
う
数
字

に
注
意
す
れ
ば

、
百
枚
単
位

の
銭
差

(ぜ
に
さ
し
)
二
束

で

「銭
二
百
」
を
表
現
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ

る
。
大
陸

で
流
通
し

て
い
た
五
鉄
銭
は
、
時
代

に
よ

っ
て
重
さ
が

一
定
し

て
い
な

い
。
南
朝

の
梁
で
は
百
枚
ご
と

へ　

の
重
量
を

一
斤
二
両
と
定
め
た
こ
と
が
あ

っ
た
と
言
う
。
銭
差
が

一
種

の
法
銭

に
な

っ
て
い

て
、
重
さ

の
基
準

に
な

っ
て
い
た
と
言
え
る
。
百
銭

一
束
で
取
引
さ
れ

て
い
た
も

の
が
、
日

本

で
は
銅
イ
ン
ゴ

ッ
ト
と
し
て
あ

つ
か
わ
れ
た
も

の
で
は
な

い
か
。

ま
た
漢
代
銅
鏡

の
銘
文

で
あ
る
が
、
以
下
の
表
現
が
あ
る
。

　
お
　

永
平
七
年
正
月
作

公
孫
家
作
寛

寛
直
三
百

(『古
鏡
銘
文
集

成
』
後
漢

・
内
行
花

文
鏡
)

鏡
の
大
き
さ
も
あ
ろ
う
が
、
三
百
銭
あ
れ
ば
鏡

一
枚

の
原
材
料
と
し

て
の
銅
と
工
賃
が
ま

か
な
え
た
こ
と
が
わ
か
る
。
三
百
と

二
百
の
数
字

の
近
さ
は
偶
然

で
は
な

い
と
思
う
。

以
上
、
朝
鮮
半
島
よ
り
出
土
し
た
考
古
遺
物

の
実
例
を
参
考

に
し

て
、
「分
」
か

「銭
」

か
は
断
定

で
き
な
い
が
、
助
数
詞

の
省
略
は
あ

っ
た
と
見
て
よ

い
と
思
う
。
も
う

「旱
」
は

助
数
詞

で
あ
る
と

い
う
呪
縛
か
ら
は
解
放
さ
れ
る
べ
き
だ
ろ
う
。

五
、
迎
日
冷
水
里
新
羅
碑
銘
と
隅
田
神
社
鏡
銘

「旱
」
は

「畢
」
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
な
ぜ
、
「畢
」
と

い
う
字
が
こ

こ
で
必
要
だ

っ
た

の

か
。
「所
白
」
と
と
も
に
朝
鮮
半
島

の
文
字
文
化

の
影
響
を
考
え
て
み
た

い
。
今
ま

で
隅
田

神
社
鏡

の

「
癸
未
年
」
を
四
四
三
年
と
す
る
か
五
〇
三
年
と
す
る
か
で
説
が
分
か
れ
、

一
定

　
　
　

し
な
か

っ
た
。
し
か
し
、
最
近
は
車
崎
正
彦
氏
や
川
西
宏
幸
氏
の

一
連

の
論
考
に
よ
り
、
考

古
学

の
分
野
で
は
五
〇
三
年
説
が
多
く
な

っ
て
い
る
。
私
見
も

「蹄
中

費
直
」
の

「
中
」
字

が
、
『南
斉
書
』
百
済
伝

の
上
表
文

に
出

て
く
る

「八
中
王
」

(四
九
〇
年
)
「辟
中
王
」
「弗

中
侯
」
「面
中
侯
」

(四
九
五
年
)
と

い
う
百
済

の
王
侯
名
と
共
通

の
用
字
法

で
あ
る
と
考
え
、

五
〇
三
年
説
を
支
持

す
る

一
人
で
あ
る
。
そ

の
五
〇
三
年
と
同
年
に
新
羅
で
作
ら
れ
た
と
さ

れ
る
石
碑
に

「
迎
日

冷
水
里
新
羅
碑
」
が
あ
る
。

一
九
八
九
年

に
発
見
さ
れ
、
今
ま

で
、
隅

田
神
社
鏡

の
銘
文
と

比
較
さ
れ
た
こ
と
は
な
か

っ
た
。
こ
こ
で
、
冷
水
里
碑
と

の
比
較
を
試

み
る
の
は
、

い
く

つ
か
の
箇
所
に
同
じ
よ
う
な
字

の
つ
な
が
り
に
気
づ

い
た
か
ら
で
あ
る
。

　あ
　

ま
ず
そ
の
全
文
を
紹
介
す
る
。
釈
読
は
南
豊
鉱
氏
の

『吏
読
研
究
』
で
あ
る
。

前
面

(
1
)
斯
羅

啄

斯
夫
智
王
乃
智
王
此
二
王
教
。

(
2
)
用
二
珍
而
麻
村
節
居
利
・

爲
レ謹
レ
爾
。

(
3
)
令

其
得
レ
財
教
耳
。

(
4
)
癸
未
年
九
月
廿
五
日

沙
啄

至
都
盧

葛
文
王

斯
徳
智

阿
干
支

子
宿
智

居
伐
干

支

啄

爾
夫
智

萱
干
支

ロ
ハ
心
智

居
伐
干
支

本
波

頭
腹
智

干
支

斯
波

暮
斯

後
面

上
面

　 　 　 　 　 　

1098765
))))))

　

12
)

　

11
)

智

干
支

此
七
王
等
共
論
教
。

用

前

世
二
王
教

・
爲
レ謹
レ
爾
。

取
二
財
物

一壼

令
二
節
居
利
得

レ之

教
耳
。

別
教

節
居
利

若
先
死
後

令

・其

弟
児
斯
奴

得
二
此
財

・

教
耳
。

別
教

末
郷

斯
申
支

此
二
人

後
墓

一更
誉
・庇

財

。

若
更
誉

者

教

其

重
罪

一耳
。

典
事
人

沙
啄
壼
夫
智

奈
麻

到
盧
弗

須
仇
休

啄

耽
須

道
使

心
砦
公

啄

沙

夫

那
斯
利

沙
啄

蘇
那
支

此
七
人

践
脆

所
レ白
了
レ事

敏
…レ牛
祓

語

故
記
。

村
主

奥
支

干
支

須
支

壼
今
智

此
二
人

世
中
了
レ事

故
記
。

(
1
)
～

(12
)

の
数
字
は
南
氏
註
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内
容
は

「
弥
而
麻
村
」

の

「節
居
利
」

の

「財
」
取
得

の
紛
争
に
対

し
、
癸
未
年

(五
〇

三
)
九
月
に

「斯
羅

(新
羅
)
」

の

「
七
王
」
が

「共
論
」
し
て

「前
世
」
に
示
さ
れ
た

「
二

王
」

の

「
教
」
を
典
拠
と
し
て
、
新
た
に

「
別
教
」
に
よ
り
裁
定
し
た

こ
と
を
記
す
。
次

に

再
び
争
う
こ
と
を
強
く
禁
止
し
て
、
七
人
の

「典
事
人
」
に
よ

っ
て
牛
を
犠
牲
と
し
儀
式
を

行

っ
て
天
に
告
げ
た
こ
と
、
当
該
地
の

「村
主
」
が
調
停
に
立
ち
会

っ
た

こ
と
を
記
し
て
終

わ
る
。

隅
田
神
社
鏡
と
関
係
す
る
の
は

(10
)
の
部
分
で
あ
る
。
典
事
人

(命
令
を
執
行
す
る
人
)

の
名
が
七
人
表
記
さ
れ
る
が
、
隅
田
神
社
鏡

の

「蹄
中
費
直
」
「稼
人
今
州
利
」

の
二
人
も

ま
た
斯
麻

の
使
者
と
し

て
、
そ
の
命
を
帯
び
た
執
行
者
と
言
う

こ
と
が

で
き
る
。
「
此
七
人
」

と

「
二
人
等
」
は
対
応
す
る
。
こ
の
後

の

「践
脆

所
白
了
事
」
は
隅

田
神
社
鏡

の

「所
白

上
同
二
百
畢
」

に
当
た
る
。
「脹
脆
」
は

「
ひ
ざ
ま
ず

い
て
」
の
意
。
韓
国

の
南
豊
鉱
氏

の

訳
で
示
す
と

「
こ
の
七
人
が
ひ
ざ
ま
ず

い
て
報
告
を
終
え
、
牛
を
殺
し

て
、
神
前

で
こ
れ
ら

の
言
葉
を
記
録
し
た
。」
と
な
る
。
冷
水
里
碑

の

「所
白
」
は
、
銘
文

中

の
新
羅
王
権

の
中

枢

「至
都
葛
文
王
」
達
七
人

へ
の
報
告
と
見

る
。
「了
」
と

「畢
」
は
共

に
中
国
文
法

で
い

う
完
成
貌
句
式
で
あ
り
、
二

つ
の
文

の
構
文
や
表
現
は
大
変
似
て
い
る
。

二
人
等

所
白

上
同
二
百
畢

取
此
鏡

(隅
田
神
社
鏡
銘
)

此
七
人

践
脆
所
白

了
事

熟
牛
祓
語

故
記

(冷
水
里
碑
銘
)

こ
れ
は
単
な
る
偶
然
で
は
な
く
、
隅
田
神
社
鏡
が
明
ら
か
に
朝
鮮
半

島
に
お
け
る
書
記
様

式

の
影
響
を
受

け
て

い
た
結
果

で
は
な

い
か
。
「白
」
は
新
羅

の
初
期

吏
読
文

か
ら
発
展
的

　
め
　

に
使
わ
れ
て

い
た
漢
字
で
あ
り
、
古
く
は
小
倉
進
平
氏
、
最
近
で
は
南

豊
鉱
氏

・
小
林
芳
規

氏

の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
、
吏
読
と
は
日
本

で
言
う
変
体
漢
文
で
あ
る

が
、
独
特

の
行
政
文

書
用
語
を
持

っ
て
い
た
。
「所
白
～
畢

(了
)
」
は
そ

の
よ
う
な
吏
読
と
呼
ば
れ
る
も
の
の

一

つ
で
あ

っ
た
の
で
は
な

い
か
。
以
下
の
朝
鮮
半
島
出
土
の
木
簡
例
も
参
考

に
な
る
。

　ゼ

重
予
等
庭
言

(新
羅
雁
鴨
池
六
角
木
簡

の

一
面
)

「重
予
ら
言
ふ
庭
、」

「庭
言
」

の

「庭
」

は

「所
」
と
同
義
だ
か
ら

「所
言
」
型
引
用
形
式

で
あ
る
。
六
角
柱

の
木
簡
の

一
面

に
報

告
文

の
表
題
と
し
て
、
「重
予
た
ち
が
言

(ま
う
)
す
所
は
」
と
書
き
、

以
下
内
容

の
詳
細
に

つ
い
て
は
他

の
五
面
に
書
く
よ
う
な
使

い
方
を
し
て
い
た

の
で
は
な
か

ろ
う
か
。
残
念
な
が
ら
他
の
面
の
字
が
は

っ
き
り
と
見
え
な

い
が
、
隣
の
面
に

「事
」
ら
し

い
字
画
が
確
認
さ
れ

て
い
る
。

ま
た
、
奈
良
県
高
市
郡
明
日
香
村
、
石
神
遺
跡
か
ら
七
世
紀
後
半

の
木
簡
が
数
百
点
出
土

し
て

い
る
が
、
そ
の
中

に
、
次

の
よ
う

に
書
か
れ
た
も

の
が
あ

っ
た
。

長
浴

ア
直
事
以
白
了
下　　

(
『奈
良
文
化
財
研
究
所
紀
要

2
0
0
4
』
石
神
木
簡
)

「長
浴
部
の
直

(
あ
た
い
)
が
事
、
白
す
を
以
て
、
下
し
了

(お
は
ん
)
ぬ
」

試
み
に
訓
読
し
た
が
、
「
長
谷
部
直

に
か
か
わ
る
事

は
、
報
告
を
受
け
て
、
下
し
お
え
た
」

と

い
う
意
味

で
は
な

い
か
。
日
本

の
七
世
紀
後
半
の
木
簡
に
、
「事

(下
命
内
容
)
」
「白

(報

告
)
」
「了

(命
令

の
完
了
)」

の
行
政
文
書
用
語

の
三
点

セ

ッ
ト
に
当
た
る
用
字
が
使
わ
れ

て

い
る
。
「冷
水

里
碑
」

の

「所
白

了
事
」
と

の
相
似
、
翻事
」
は
な

い
が
隅
田
八
幡
鏡

の

「所
白
～
畢
」
と

の
類
似
が
指
摘
で
き
る
。

こ
れ
ら

の
文
書
木

簡
は
役
人
に
よ

っ
て
、
書
か
れ
た
も

の
だ
ろ
う
が
、
朝
鮮
半
島
や
日
本

で
書
か
れ
た
こ
の
よ
う
な
報
告
書

の
形
式
は
、
本
来
中
国

で
行
わ
れ
て

い
た
も

の
で
あ
り
、

次
の
項
で
は
そ
の
源
流
を
考
え
て
み
た
い
。

六
、
中
国
六
朝
文
書
形
式
の
影
響

慶
州
月
城
出
土
の
三
国
時
代

の
新
羅
木
簡

の
中
に
は

牒
。
垂
賜
教
在

之
。
後
事
者
命
壷
。

経
中
入
用
思
レ
買
。
白
不
難
紙

一
二
斤
。

大
鳥
知
郎
足
下

、
万
引
白
了
。

「牒
」
で
始
ま
る
文
書
木
簡
が
あ
る
。
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使
内

四
画
柱
の
四
面
に
書
か
れ
た

一
面

に
記
さ
れ
た

「白
了
」
は

「大
鳥

知
郎
様

へ
、
万
引
よ

　ま

り
申
し
あ
げ
ま
す
」

の
意
で
、
違
う
面
に
は

「後
事
」

の
語
句
も
見
ら
れ
る
。
三
上
喜
孝
氏

は
、
こ
の
木
簡
が

「牒
」
で
始
ま
る
こ
と
よ
り
、
東

ア
ジ
ア
世
界

に
お
け
る
広
範
な

「牒
」

と

い
う
文
書
様
式

の
受
容
が
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
る
が

、
「事
」

(下
命
内
容
)

「白
」

(上
申
)
「了
」

(報
告
完
了
)
と

三
点
が
そ
ろ

っ
て
出

て

い
る
点
、
冷
水

里
碑
と
共

通
し
行
政
用
語
と
言

っ
て
よ
い
だ

ろ
う
。
そ
れ
で
は
冷
水
里
碑

は

「牒

」

の
様
式

で
書
か
れ

た
の
か
と
言
え
ば
、
事
は
そ
う
簡
単
で
は
な

い
。

　　中
村
圭
爾
氏
は

『魏
晋
南
北
朝

に
お
け
る
公
文
書
と
文
書
行
政

の
研

究
』
な
ど

の
研
究
に

お

い
て
、
沈
約

の
伯
父

・
祖
父

・
父

の
三
人
の
著
作
目
録
に
注
目
し
、

こ
の
中
に
六
朝
時
代

の
公
文
書

の
書
式
が
入

っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

所
著
詩
、
賦
、
頒
、
讃
、
三
言
、
諌
、
哀
僻
、
祭
告
請
雨
文
、
樂
府
、
挽
歌
、
連
珠
、

教
、
記
、
白
事
、
朧
、
表
、
籔
、
議

一
百
八
十
九
首
。

(
『宋
書
』
第
六
十
自
序
)

こ
の
中

の

「教
」

「記
」
は
下
達
文
書
、
「朧
」
は
上
申
文
書

で
あ
る

が
、
そ
の
間
に

「白

事
」
と

い
う
名

の
文
書
様
式
が
あ
る
。
「白
」
を
謙
譲
の
意
味

で
使

っ
た
用
例
は
、

『史
記
』

か
ら
若
干
見
ら
れ
、
後
漢
で

一
般
的
に
な

っ
た
よ
う
だ
。
冨
谷
至
氏
は
手
紙
が
当
時

「白
書
」

と
呼
ば
れ

て
い
た
と
言
う
。
こ
の

「白
」
と

い
う
用
字
か
ら

「白
事
」

が
上
申
文
書

で
あ
る

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
ま
た
そ
う

い
う
書
式
が
三
国
時
代

に
確
か
に
存
在
し
た
こ
と
が
次

の
例
で
も
確
認
で
き
る
。

世
語
日
、
會
善
レ
致

人
書

、
於

剣
閣

要

丈
章
表
白
事

、
皆

易

其
言

、

(『一二
国
志
』
魏
書

・
列
伝
巻

二
十
八
鍾
會
)

『世
語
』

に
い
う
、
「鐘
会

は
人

の
書
体
を
ま
ね
る
の
が
う
ま
か

っ
た
。
剣
閣
に
お
い
て
郡

丈

の
上
奏
文

・
報
告
文
を
求
め
、
そ
の
言
葉
を
す

べ
て
書
き
改
め
た
。
」

中
国
出
土
の
簡
憤
類

で

「白
事
」
が
使
わ
れ
た
公
文
書

の
実
例
を

い
く

つ
か
あ
げ
よ
う
。

橡
白
事
詣
レ府
。
今
、
口
重
及
謹
、
以
属
聞
。
死
罪
死
罪
。

へむ
　

(
『流
沙
出
土
の
文
字
資
料
』
よ
り

D
文
書
)

六
月
十
二
日
告
。
可
レ
蹄

(下
残
)
不
レ
得
。
汝
白
事
用
為

一
口

(下
残
)

　　

(『斯
坦
因
第
三
次
中
亜
考
古
所
獲
漢
文
文
献

(非
仏
経
部
分
)
』

5
9
5
.
N

o
2

6
1
)

「白
事
」
が
報
告

型

の
上
申
文
書

な
ら
ば
、
そ

の
報
告
を
命
じ
た
下
達
文
書
も
存
在
す
る

は
ず

で
あ
る
。

へお
　

『漢
代
石
刻
集
成
』
所
収

の
後
漢

一
五
九
年
建
碑

の

「張
景
碑
」
に
は

「記
」
と
呼

ば
れ

る
下
達
文
書

が
引
用

さ
れ
刻
ま
れ

て
い
る
。
本
論
と
関
係
す
る

一
部
の
み
を
示
す
。

審
如

景
言

、

施

行
復
除

、
傳

後

子
孫

、
明

・検

匠
所

作
務

、
令
レ嚴
、
事
畢
成

言
、
會

廿
口

府
君
教
。

こ
こ
に

「事
畢
成

言
」
と

い
う
文
言

が
見
ら
れ
る
が
、
「事

(こ
と
)
畢

(を
は
)
り
成

ら
ば
言
え
」
と
訓
読
す

る
。
職
務
を
畢
え
た
ら
、
報
告
せ
よ
と
い
う
意
で
あ
る
。
他
に
居
延

漢
簡
に

「作
治
已
成
言
」
と

い
う
表
現
も
あ
る
。
「白
」
と

「言
」
が
違
う
が
、
「畢

(已
)」

の
完
成
貌
句
式
が
共

通
し
、
復
命
を
要
求
す

る
下
達
文
書

の
特
徴

が
現
れ
て
い
る
。
「記
」

や

「教
」
の
よ
う
な

下
達
文
書
と

「白
事
」
型
上
申
文
書
は
セ

ッ
ト
に
な

っ
て
い
た
と
見
て

よ

い
。
そ
の
例
と
し

て

『世
説
新
語
』
捷
悟
第
十

一
劉
孝
標
注
に
、
参
考
に
な
る

エ
ピ

ソ
ー

ド
が
あ
る
。
楊
修
と

い
う
主
簿
が
、
丞
相
か
ら
の
下
問
に
周
到
な
準
備
を
し
て
い
た
こ
と
を

述
べ
る
く
だ
り
。

修
常
白
事
。
知

・必

有
レ
反

覆
教

。
豫
為

答
対
数
紙

・。

「楊
修
は
ど

ん
な

時
で
も
返
答

(白
事
)
が
で
き
た
。
そ
れ
は
御
下
問

(
同
教
)

の
順
番

が
よ
く
変
更
さ
れ
る

こ
と
を
知

っ
て
い
た
か
ら
で
、
そ
の
た
め
あ
ら
か
じ
め
答
え

の
紙
を
数

枚
作

っ
て
お

い
た
。」

宰
相
の

「教
」
に
対
し
、
主
簿

の

「白
事
」
と

い
う
復
命

の
形
式
が
あ

っ
た
。
漢
代
に
は

秦

の
文
字
統

一
の
後

を
受
け
て
、
全
国
津
津
浦

々
ま
で
文
書
行
政
が
行
わ
れ
た
が
、
下
命
を

受
け
た
後

の
、
職
務

完
了

の
報
告
は
速
や
か
に
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
。
紀
元
前
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一
〇
八
年

の
楽
浪
郡
設
置
に
よ
り
そ

の
波
は
朝
鮮
半
島
に
も
伝
え
ら
れ

た
は
ず
で
あ
り
、
朝

ハあ
　

鮮
半
島
で
は
長
期
間
に
わ
た

っ
て
、
中
国
文
化
が
極
度
に
浸
透
し

て
い
た
と

い
う
李
成
市
氏

の
報
告
が
あ
る
。
そ
う

で
あ
れ
ば
、
迎
日
冷
水
里
新
羅
碑
銘
に
も
中
国

六
朝

の
行
政
文
書

の

影
響
は
濃
厚
に
出

て
い
る
と
考
え

て
よ

い
。
中
国

の

「張
景
碑
」

の
よ
う
に
、
石
碑
に
公
文

書
を
引
用
し
、
後
世
に
残
す
と

い
う
習
慣
が
朝
鮮
半
島
に
も
伝
わ

っ
た

の
で
あ
ろ
う
。
新
羅

の
冷
水
里
碑
は

「
二
王

の
教
」
に
対
し
て
の

「所
白

(報
告
)」
を
含

ん
で
刻
ま
れ
た
も

の

で
あ

っ
た
と
思
わ
れ

る
。

(1
)
～

(9
)
ま

で
が

「教
」
「別
教
」

で
、

(10
)
～

(12
)

が

「白
事
」
と

い
う
公
文
書
を
引
き
写
し
た
も

の
で
は
な
か
ろ
う

か
。

(10
)

の

「所
白
了

事
」
に
は
命
令

(「事
」
)

の
完
了

(「了
」
)
を
報
告

(「白
」
)
す
る
と

い
う

「白
事
」
形
式

が
、
揃

っ
て

い
る
。

隅
田
八
幡
神
社
鏡

の
銘
文
に
は
下
達
文
書

の
文
言
は
な

い
の
だ
が
、
双
方
を
簡
潔
に
整
理

す
る
と
、
以
下

の
よ
う
に
な
る
。

・
「記
」
「教
」
な
ど

の
下
達
文
書
で
復
命
を
要
求

[田
圏

凶
回

「事
畢
成
言
」
「已
成
言
」

・
「白
事
」
型
式
の
上
申
文
書
で
復
命

一園
閲

圏
圓

「所
白
～
畢
」
「所
白
了
事
」
「事
以
白
了
」

隅
田
神
社
鏡
の
場
合
も
、
す
で
に
大
王
か
ら
忠
誠
と
銅

の
献
上
を
求

め
る

【記
」

や

「教
」

の
よ
う
な
下
達
文
書
が
あ

っ
て
、
そ
の
報
告
を
よ
り
確
か
な
誓
約

の
形

に
す
る
た
め
、
王
命

完
遂
の
内
容
を
銘
文
と
し
て
刻
ん
だ
も

の
で
あ

ろ
う
。
「上
銅

二
百
畢
」
は
王
命

の
求

め
た

通
り

の
量

の
銅
を
準
備
し
、
そ

の
奉
納
を
終
え
た
と
報
告
し
た
も

の

で
あ
り
、
「
二
百
」
に

助
数
詞
が
な

い
の
は
、
大
王
側
は
そ
の
旨
は
承
知
し
て
お
り
、
鏡
銘

の
四
十
八
字
と

い
う
制

約
も
あ

っ
て
省
略
し
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

隅
田
神
社
鏡
に
名
前
を
残
す

「
稜
人
今
州
利
」
が
朝
鮮
半
島

で
主
簿

な
ど

の
下
吏
を
出
し

た
家
柄

の
子
孫

で
あ
る
な
ら
、
行
政
文
書

の
扱

い
に
も
慣
れ
て
お
り
、

銘
文
作
成

の

一
人
に

数
え
る
こ
と
も
可
能

で
あ
る
と
思
う
。
そ
し
て
、
東

ア
ジ
ア
世
界
に

ひ
ろ
が

っ
た
文
書
主
義

の
影
響
が
、
漢
字
文

化
黎
明
期

の
日
本
に
こ
の
よ
う
な
形
で

い
ち
早
く
現
れ
る
事

の
意
味
を

問
え
ば
、
こ
の
鏡

の
製
作
さ
れ
た
年
代
も
自
ず
と
明
ら
か
に
な

っ
て
く
る
だ
ろ
う
。
雄
略
天

皇

の
時

に
、
史
部
の
身
挾
村
主
青
や
桧
隈
民
使
博
徳

の
よ
う
な
朝
鮮
系
渡
来
人
を
重
用
し
た

こ
と
に
よ

っ
て
、
日
本
も
本
格
的
に
文
字
文
化

の
洗
礼
を
受
け
た
の
で
あ
り
、
冷
水
里
新
羅

碑
と

の
相
似
を
考
え

れ
ば
、
鏡
銘

の

「癸
未
年
」
は
五
〇
三
年
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。

七
、
「
作
此
鏡
」
を
疑
う

隅
田
神
社
鏡
で

「作
」
字
と
さ
れ
る
銘
文
中

の
参
考
資
料
③
字
は

い
っ
た

い
誤
字
な
の
で

あ
ろ
う
か
。
③

の
左

側
の
扁
は

「
一
」
の
下
に

「月
」
が
付

い
た

「耳
」

の
異
体
字

で
あ
る
。

右
側

の
肇

は

「斤
」

の
よ
う

に
も

「
ヶ
」
の
よ
う

に
も
見
え

る
。
「
耳
」
に

「斤
」
で
あ
れ

ば
、
そ

の
字
は
十
巻

本

『伊
呂
波
字
類
抄
』
に

「
イ
ヤ
シ
」

の
訓
を
持

つ
字
と
し

て
見
え
て

い
る
。
し
か
し
、
こ

の
字
を

三
巻
本

『伊
呂
波
字
類
抄
』

の
該
当
す
る
箇
所
を
探
せ
ば
、

　あ
　

[聯
」

の
誤
写
で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
「
口耶
」
で
こ
そ

「イ
ヤ
シ
」
の
訓
が
理
解
で
き

る
。
そ
れ
で
は
隅
田
神
社
鏡
の
字
も
誤
写
な

の
だ
ろ
う
か
。
筆
者
に
は
そ
う
思
え
な
い
。

『伊

呂
波
字
類
抄
』

の
よ
う
に
何
千
字
も
書
き
写
す
中
で
の
誤
写
と
、
わ
ず
か
四
十
八
字

の
金
石

文
で
は
自
ず
と
違

い
が
あ
る
は
ず
だ
。
特
に

「
念
長
奉
」
と

い
う
よ
う
な
大
王

へ
忠
誠
を
誓

う
よ
う
な
銘
文

に
誤
写
は
許
さ
れ
な

い
。

も
う

一
度
右

の
労
を
細
部
に
注
意
し
て
見
て
み
る
と
、
「
ヶ
」
と
見
え
た
部
分

の
右
側
に
、

鏡

の
表
面

の
傷

の
よ

う
で
も
あ
る
が
、
「　
」

の
最
終
画

の
払

い
の
末
尾
部
分
が
か
す
か
に

残

っ
て
い
る
よ
う
な
線
が
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば

「
ヶ
」
と
思
え
た
字
は

「　
」
と
言
う

こ

と
に
な
る
。
も
と
も

と
隅
田
神
社
鏡
の
四
十
八
文
字
に
は

一
点

一
画
が
省
略
さ
れ
て
い
る
字

が
多
く
見

ら
れ
る
。
問
題

の
な

い
所
で
言
え
ば
、
「時
」

の

「寸
」

の
最
後

の
点

が
消
え
て

い
る
。
「立見

(鏡
)
」

の

[
日
」

の
部
分
は
形
を
な
し
て
い
な

い
ほ
ど
、
略
さ
れ
て
い
る
。
「
ヶ
」

の
よ
う

に
見
え

て
も

「
文
」

の
場
合
も
想
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
と

い
う

の
は
、
労

の
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「又
」
が

「　
」
に
替
わ

っ
た
異
体
字
も
多

い
か
ら
だ
。
中
国
唐

の
時

代
の

『干
禄
字
書
』

に

「叙
」
と

「叙
」
が
同
字
と
し

て
載

る
。
「叙
」
は

「俗
」
、
「叙
」

は

「正
」
と
註
が
付

さ
れ

る
。
こ

の
よ
う

に

「又
」
と

「　
」
の
通
用

の
例
は
少

な
か

ら
ず
あ

り
、
「叔
」
や

「
叡
」

の

「又
」
が

「　
」
に
な

っ
た
異
体
字
も
存
在
す
る
。
篇
が

「
耳
」
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
こ
の
字
を

「取
」
の

「
又
」
が

「
　
」

に
替
わ

っ
た
異
体
字
と
見

る
こ
と
は

で
き
な

い

だ
ろ
う
か
。

お
　

『高
麗
大
蔵
経
異
体
字
典
』
は
近
年
韓
国

で
出
版
さ
れ
た
も

の
だ
が

、
『龍
寵
手
鑑
』
と
共

通
す
る
字
も
多
く
、
統

一
新
羅
時
代

の
漢
字
文
化
を
考
察
す
る
に
は
有

用
で
あ
る
。
「
耳
」

と

「　
」
を
合
わ
せ
た
字
体
が
こ
の
字
典

に
は
載

っ
て
い
る
。

多
識
波
羅
葉

厭
生
往
採
敢

(
『法
集
要
頒
経
』
巻
第

三
)

こ
の
字
は

『龍
寵
手
鑑
』

に
も
字
義
未
詳

で
載

る
字

で
あ

る
が
、

「採
取
」

の
熟
語
か
ら

判
断
し
て
、
「取
」

の
異
体

で
あ
る
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
あ
る
。

(参
考
資
料
⑨
)

こ
れ
ら
の
検
証
に
よ

っ
て
、
=

」

「月
」

で

「耳
」
を
表
す
異
体
字

に

「文
」

の
付

い
た

朝
鮮
半
島
由
来

の

「取
」
が
隅
田
八
幡
鏡
に
も
使
わ
れ
た
と
考
え
た

い
。
字
体
が
不
完
全
な

の
は
、
鏡

の
製
作
者
が

「　
」

の
最
後

の
払

い
を
省
筆
し
た
も

の
と
思
う
。

し
か
し
、
異
体
字

の
問
題
が
済
ん
だ
と
し

て
も
、
「此

の
鏡
を
取
る
」

の
句
意
は
わ
か
り
づ

ら

い
。

そ
こ
で

一
案
と
し
て
、
「取
」
字
を
正
格
漢
文
と
し
て
で
は
な
く
、
和
文
脈

の
中
に
置

い

て
考
え
て
み
る
こ
と
に
す

る
。
具
体
的
に
は
、

『古
事
記
』
と

『万
葉
集
』
に
お

い
て
、
鏡

を
目
的
語
に
お
く
動
詞
に
ど
の
よ
う
な
も

の
が
あ
る
か
を
表

に
し
て
み
た
。
以
下
は
そ

の
結

果
で
あ
る
。
数
字
は
出
現
頻
度
で
あ
る
。

万
葉
集

古
事
記

24 1 見
る

8 1 取
る

5 3
懸
く

3 0
照
る

3 0 彗

2 0
と

ぐ

0 1 作
る

0 1 齋
く

0 1 奉
る

0 1

差
出
す

 

こ
れ
を
見
る
と
、
和
文
脈

に
お

い
て
、
「鏡
」

の

「
取
る
」
と

い
う

行
為
は

「見
る
」

の

次

に
な
じ
み
の
あ
る
も

の
で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ

の
用
例
の
い
く

つ
か
を
以
下
に
示

そ
う
。上

枝
に
八
尺
の
勾
聰

の
五
百
津

の
御
須
麻
流
の
玉
を
取
り
著
け
、
中
枝
に
八
尺
鏡
を
取

り
繋
け
、
下
枝

に
白
丹
寸
手
、
青
丹
寸
手
を
取
り
垂

で
て
、
此
の
種
種

の
物
は
、
布
刀

玉
命
、
布
刀
御
幣
と

取
り
持
ち
て
、
天
児
屋
命
布
刀
詔
戸
言

(ふ
と

の
り
と
ご
と
)

祷

(ほ
)
き
白

(ま
う
)
し
て
、

岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系
旧
版

『古
事
記
』

(天
の
岩
屋
戸
の
段
)

白
拷

の

た
す
き
を
掛
け

ま
そ
鏡

手

に
取
り
持
ち
て

天

つ
神

仰

(あ
ふ
)
ぎ

祈

(こ
)

ひ
祷

(
の
)
み

国

つ
神

伏
し
て
額

つ
き

(以
下
略
)

岩
波
新
日
本

古
典
文
学
大
系

『万
葉
集
二
』

(巻

5

・
9
0
4
番
)

文
脈
か
ら
言
え
ば
鏡
を
取
る

(手

に
持

つ
)
と

い
う
行
為
は
、
「ほ
ぎ
ま
う
し
」
た
り

「あ

ふ
ぎ
こ
ひ
の
む
」
神

事
に

つ
な
が

っ
て
い
く

の
で
あ
り
、
同
時
に
祈
祷
誓
約
が
行
わ
れ
た
と

見

て
よ
い
。
ま
た
、

漢
文
脈

の

『日
本
書
紀
』

に
お

い
て
も
、

い
わ
ゆ
る
古
訓
を
探
せ
ば
、

「取
る
」
と
鏡

の
結

び

つ
き
は
決
し
て
弱

い
も

の
で
は
な

い
こ
と
が
わ
か
る
。

左
の
手
を
以

て
白
銅
鏡
を
持

(と
)
り
た
ま
ふ
と
き
に
、
則
ち
化
り
出
つ
る
神

右
の
手
に
白
銅
鏡
を
持

(と
)
り
た
ま
ふ
と
き
に
、
則
ち
化
り
出
つ
る
神

吉

田
家
兼
方
本

・
熱
田
本

の
訓

(四
神
出
生

の
段
)

神
鏡
を
齎

(と
)
り
持
ち

て
、
鏡
を
埋
み
て
経
き
死
ぬ
。

前
田
本

の
訓

(雄
略
紀
三
年
四
月
条
)

「持

(も

つ
)」

や

「齎

(も
た
ら
す
)
」
に
ま
で

「と

る
」

の
付

訓
が
あ
る

の
は
、
鏡
と

言
え
ば

「取

る
」
と

い
う
動
作
が
連
想
さ
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
ど
う
し
て
な
の
か
。

『日
本
書
紀
』
垂

仁
紀
二
十
七
年
条

の

=

云
」
に

「取
丁
巳
年
冬
十
月
」
と
書
か
れ
た

紀
年
表
記
が
出

て
く

る
。
こ
の

「取
」
字
は
本
来

「以
」
と
書
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
誤

用
と
さ
れ

て
き
た
。

し
か
し
、
「
鏡
を
持

つ
」
を

「と
る
」
と
読
む

『日
本
書
紀
』
古
訓
と
、

こ
の

「以
」
を

「取

」
で
表
記
す
る
の
は
同
じ
根

っ
こ
か
ら
出
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
と

い
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　を

う

の
は
、
朝
鮮
版

『註
解
千
字
文
』

の
所
載

の

「取
」
「持
」

「将
」

の
三

つ
の
ハ
ン
グ
ル
訓

を
見

る
と
、
ど
れ
も

「持

つ
」
と

い
う
意
味

の

「升
望
」
と

い
う
訓
を
付
す
。
十
五
世
紀
以

後
成
立

の
ハ
ン
グ

ル
訓
か
ら
、
古
代
朝
鮮

の
漢
字
用
法
を
推
理
す
る
の
は
少
し
乱
暴
で
は
あ

る
が
、
「取
」
「持
」

「将

(
11
以
)
」
が
共
通
の
訓
で
読
ま
れ
た
で
あ
ろ
う
証
拠
は
、
先
に
引

用
し
た

「冷
水
里
碑
」

の
中
に
も
残

っ
て
い
る
。

(
6
)
取
二
財
物

一壼
令
二
節
居
利
得

τ
之
教
耳

「財
物
を
取
る
」
は
、
正
格
漢
文

で
あ
れ
ば

「財
物
を
以
て
」
と
す

る
べ
き
だ
ろ
う
。

『日

本
書
紀
』

の
垂
仁
紀

一
云
と
同
じ
用
法

が
、
六
世
紀
初
頭

の
新
羅
で
も

容
認
さ
れ
て
い
た

の

で
あ

る
。
そ
う
考
え

る
と
、
隅
田
神
社
鏡

の

「取
」
も
本
来
は

「持
」

「有
」
「収
」
と

い
っ

た
字
を
書
く

べ
き
だ

っ
た
が
、
誤
用
な
ど
と
は
認
識
も
さ
れ
ず
に
す
ま
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

た
だ
、
誤
用
と

い
う
表
現
は
言

い
過
ぎ
か
も
し
れ
な

い
。
中
国
鏡
銘

に
は
吉
祥
句
が

つ
き

も

の
で
、
鏡
を
所
有
す
れ
ば
、
「大
吉
」
だ

「富
貴
」
だ

「壽
如
金
石
」
だ
と

い
ろ
い
ろ
な

功
徳
が
得
ら
れ
る
と

い
う
宣
伝
文
句
が
出

て
く
る
が
、
所
有
す

る
意
の

「服
者
」

に
も
類
句

が
あ

っ
て

「
用
者
」
と

「取
者
」
と

い
う

の
が
見

ら
れ
る
。
「取
」
は

「服
」
の
誤
字

で
あ

る
と

い
う
説
も
あ
る
が
、
漢
鏡

の
字
体
を
実
見
す
る
限
り
、
明
ら
か
に

「取
」
で
あ
る
。

つ

ま
り

「
取
」
に
は

「手
に
持

つ
」
だ
け
で
な
く
、
「所
有
す
る
」

の
意

味
も
含
ま
れ
て
お
り
、

類
句

「
用
者
」
の

「用
」
が

「
以
」
と
通
じ
る
こ
と
か
ら
も
、
鏡
銘
の

「取
者
」
を

「持

つ

者
」

「持
て
ば
」
と
読
む
こ
と
が
可
能
な
の
で
あ
る
。

以
上

の
考
察

か
ら
、
「鏡
を
取

る
」
に
は
、
そ

の
鏡
を
手

に
取
る
だ

け
で
な
く
、
神

に
祈

り
、
誓
約
し
、
所
有
す
る
と

い
う

こ
と
が
含
意
さ
れ

て
い
た
と
思
わ

れ
る
。
「鏡
を
作

る
」

の
よ
う
な
安
易
な
誤
字
説
は
排
除
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
ま
た
、

こ
の
隅
田
神
社
鏡

の

銘
文
は
、
東

ア
ジ

ア
の
文
字
文
化
を
体
現
し
た
半
島
系
渡
来
人
に
よ

っ
て
作
成
さ
れ
た
と
思

わ
れ
、
字
義

・
用
法

・
字
体
と
も

に
古
代
朝
鮮

の
影
響
を
色
濃
く
受
け

て
い
る
こ
と
が
確
認

で
き
た
。

八

、
さ

い
ご

に

　　川
口
勝
康
氏
や
森

下
章
司
氏

の
論

に
よ
れ
ば
、
銘
文

の
文
字
と
支
配
関
係
の
確
認
作
業
は

徐

々
に
明
ら
か
に
な

っ
て
き
た
と
言
う
。
川
口
氏
は

「
治
天
下
」

「奉
事
」
と

い
う
語
か
ら

判
断
し
て
、
稲
荷
山

や
江
田
船
山
の
刀
剣
が

ワ
カ
タ
ケ
ル
大
王
に
よ
り
製
作
下
賜
さ
れ
た
も

の
と
し
て
い
る
。
ま

た
森
下
氏
は
、
隅
田
神
社
鏡
は
王
と
服
属
者

の
共
同
行
為
と
し
て
、
製

作
は
王
権
下
の
工
房

、
銘
文
上
は
臣
下
が
作

っ
た
よ
う
に
記
し
た
も
の
と
述
べ
た
。
両
氏
と

も
当
時

の
刀
剣
や
鏡

の
製
作
が
王
権

に
よ

っ
て
行
わ
れ
た
も

の
と
考
え

て
い
る
。
本
稿

の
隅

田
神
社
鏡
銘
文
再
解
釈

の
結
論
も
、
鏡
は

「
斯
麻
」

に
よ

っ
て
作
ら
れ
た
も

の
で
は
な
く
、

王
権
に
よ

っ
て
製
作

さ
れ
た
も

の
と
判
断
す
る
。

旧
稿

の
内
容
も
含

め
る
の
で
、
わ
か
り
づ
ら

い
所
も
若
干
生
ま
れ
る
が
、
こ
の
鏡
の
製
作

状
況
を
ま
と
め
て
み
た

い
。
鏡

の
下
賜
者
ヲ
ケ
大
王

(顕
宗
天
皇
)

の
指
示

で
、
斯
麻

(後

の
仁
賢
天
皇
)
は
側

近
の
二
人
を
そ
の
忠
誠
を
誓
う
た
め
に
派
遣
し
、
こ
の
二
人
は
大
王
に

以
下

の
よ
う
な
報
告

(誓
約
)
を
な
し
た
。
銅
材
と
し
て
二
百
分

の
銅

(も
し
く
は
百
差
し

の
銅
銭

二
束
)
を
献

上
し
終
え
、
代
わ
り
に
鏡
を
受
け
取

っ
て
、
そ

の
鏡
を
持

っ
て
神
前
に

誓

っ
た
と

い
う
も
の

で
あ

る
。
「所
白
」
は
大
王

へ
の
誓
約
で
、
斯
麻

へ
の
報
告

(返
り
言
)

で
は
な

い
。
そ
し
て
、
「畢
」
字
を
考
慮
す
れ
ば
、
銅
材
献
上
後
に
、
斯
麻

の
側
近
蹄
中
費

直
と
稜
人
今
州
利
に
よ

っ
て
こ
の
銘
が
作
成
さ
れ
、
大
王
側
の
工
房
で
鏡
に
鋳
込
ま
れ
た
も

の
で
あ
ろ
う
。

最
後

に
鏡
銘
全
体

四
十
八
字

の
読
み
を
示
す
が
、
も
と
よ
り
六
世
紀
初
頭
の
訓
読
を
復
元
、

意
図
し
た
も

の
で
は
な

い
。

癸
未

の
年
八
月
、
日
十

(
ヲ
ケ
)
大
王

の
年
、
予

(わ
)
が
弟
王

の
意
柴
沙
加
の
宮
に
在

(
い
)
ま
す
時
、
斯
麻
長
く
奉

(
つ
か
)

へ
ん
こ
と
を
念

(ね
が
)
ひ
、
蹄
中

(キ
)

の

費
直
と
稜
人
今
州
利
を
遣
は
す
。
二
人
等

の
白

(ま
う
)
す
所
は
、
銅

二
百
を
上

(た
て
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ま

つ
)
る
こ
と
畢

(を
は
)
り
、
此

の
鏡
を
取

(と
り
も
)

て
り
と

ま
う
す
。

隅
田
神
社
鏡
に
影
響
を
与
え
た
文
字
文
化

の
実
体
は
、
歴
史
学

(中

国
六
朝

の
文
書
様
式

や
権
衡
制
度
)
や
考
古
学

(鏡

の
銅
材

の
分
析
)
、
文
学

(鏡
銘
に
使

わ
れ
た
語
句

の
典
故

と
訓
詰
)
・
語
学

(朝
鮮
漢
文
語
法

や
異
体
字
)
な
ど
を
総
合

し
た
視

点

に
よ

っ
て
は
じ
め

て
得
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
学
際
的
多
角
的
な
共
同
研
究
が
い

っ
そ
う
必
要
に
な
る

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
隅
田
神
社
鏡
に
お

い
て
は
、
単
独

の
研
究
者

の
散
発
的
発
表
が
続

い

て

い
る
と

い
う

の
が
現
状

で
あ
る
。
中
国
か
ら
朝
鮮

へ
伝
え
ら
れ
て
ゆ
く
中
で
、
独
特

の
変

容
を
見
せ

て
い
っ
た
文
字
文
化
に
は
ま
だ
ま
だ
謎
が
多

い
。
日
本
や
朝
鮮
半
島

で
碑
文
や
木

簡

の
発
見
が
続

い
て

い
る
も

の
の
、
そ

の
ひ
と

つ
ひ
と

つ
の
点
を
線

に
変
え
て

い
く
試
み
が

行
わ
れ
な
け
れ
ば
、

い
つ
ま
で
も
真
実

の
相
貌
を
見
せ
て
く
れ
は
し
な

い
。
拙
論
が
幾
ば
く

か
、
そ
の
試
み
に
な

っ
て

い
れ
ば
と
思
う
。

註
(
1
)

(
2
)

(
3
)

(
4
)

高
橋
健
自

「在
銘
最
古

日
本
鏡
」

(
『考
古
学
雑
誌
』
五
i

二
、

一
九

一
四
年
)

拙
稿

「隅

田
八
幡
神
社
鏡
銘

文

「
開
中
」
字

の
再
検
討
ー

「耳
中
部
」
木
簡
出
土

の
意
義
」

(
『千
葉

史
学
』

三
六

、
二
〇
〇
〇
年

)

拙
稿

「
上
代
表
記
史

よ
り
見

た
隅
田
八
幡
神
社
人
物
画
像
鏡

銘
」

(
『同
志
社
国
文
学
』

五
四
、
二
〇

〇

一
年
)

東
野
治
之

「木
簡

に
現
わ
れ
た

「某

の
前

に
申
す
」
と

い
う
形
式

の
文
書

に

つ
い
て
」

(『
日
本
古

代

の
木
簡

の
研
究
』
塙
書
房

、

一
九
八
三
年

)

東
野
治
之

「大
宝
令
成
立
前
後

の
公
文
書

制
度
-

口
頭
伝
達
と

の
関
係
か
ら
ー
」

(
『長
屋

王
家
木
簡

の
研
究
』
塙
書
房
、

一
九
九

六
年

)

木
簡
学
会
編

『
日
本
古
代
木
簡

選
』
岩
波
書

店
、

一
九
九
〇
年

昨
年

0
8
年

に
か

つ
て
百
済

の
都

だ

っ
た
扶
余

で
、
戊
寅
年

(六

]
八
年
)

の
干
支
を
持

つ
出
挙
木

簡
が
見

つ
か

っ
た

が
、
そ
の
中
に
返
納

の
意

味

の

「
上
」
字
が
使
わ
れ

て
い
た
。

佃
目
之

二
石

上
二
石

未

一
石

(
5
)

(
6
)

(7

)

(8

)

(9
)
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))))
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「
た

て
ま

つ
る
」
「
お
さ

め
る
」

の
意
味

で
使

わ
れ
た
百
済

の

「
上
」
字

の
用
例
は
、
隅

田
神
社

鏡

の

「
上
銅
」
を

「銅
を

た
て
ま

つ
る
」

と
読

む
積
極
的
傍
証
と
な
ろ
う
。

坂
元
義
種

『ゼ

ミ
ナ
ー
ル
日
本
古
代
史

下
』

光
文
社
、

一
九
八
〇
年

坂
元
義
種

「
隅

田
八
幡
神
社
人
物
画
像
鏡

の
銘
字
に

つ
い
て
」

(
『東

ア
ジ

ア
の
古
代
文
化
』

八
七

、

一
九
九

六
年

)

保
坂
三
郎

『古
鏡
』
東
京
創
元
社
、

一
九

五
七
年

P
1
0
2
に
山
田
孝
雄
説
引
用

山
尾
幸
久

「古
代

の
日
朝
関
係
』
塙
書
房
、

一
九

八
九
年

白

藤
禮
幸

「
上
代
漢
字
文
研
究
」

(
『
日
本
語
史

研
究

の
課
題
』
武
蔵

野
書
院
、

二
〇

〇

一
年
)

沖

森
卓
也
他

『上
宮
聖
徳
法
王
帝
説
注
釈
と
研
究
』
吉

川
弘
文
館
、

二
〇
〇
五
年

東

野
治
之

「
天
寿

国
繍
帳

の
図
様

と
銘
文

(
『
日
本
古

代
金
石
文

の
研
究
』
岩
波
書

店
、
二
〇
〇
四

年

)
訓
読
は
前
者
が
沖
森
氏
、
後
者

が
東
野
氏

の
も

の
。
ま

た

『
日
本
書
紀
』

に
は

「
所
」

の
付
く

引
用
語
法
が
も
う

一
カ
所
雄
略
紀

二
年
条

に
見
え

る
。

鄙

人
所
レ
云
、

「貴

、
相

知
心

」
、
此
之
謂
也
。

松

尾
良
樹
氏

が

『古

代
日
本
語

を
読
む

東

ア
ジ

ア
の
文

字
環
境
ー
』

(奈
良
女
子
大
学

人
間
文
化

研

究
科

C
O
E
プ

ロ
グ

ラ
ム
報

告
集

二
〇
〇
五
年
)

の
中

で
、
「
導
」
は
、
日
本

で
は
非
常

に
多

い

の
に
、
中
国
で
は
な
か
な
か
簡
単

に
見

つ
け
出
す

こ
と

は
難
し

い
と
指
摘
し

て
い
る
。

中

国
文
物

研
究
所
編

『吐
魯
番
出
土
文
書

〔壱
〕
』
文
物
出
版
社
、

一
九
八

一
年

王
啓
濤

『吐
魯
番

出
土
文
書
詞
語
考
釈
』
巴
蜀
書
社
、

一
、○
〇
五
年

劉

世
儒

『魏
晋
南
北
朝
量
詞
研
究
』
中
華
書
局
、

]
九
六
五
年

梁

上
椿

(田
中
琢
他
訳
)

『巌
窟
蔵
鏡
』
同
朋
社
出
版
、

一
九
八
九
年

笠

野
毅

「
「藻

石
華
」
鏡
銘

の
釈
読
と
解
釈
」

(
『王
朝

の
考
古
学
』
雄
山
閣
出
版
、

一
九
九
五
年
)

松
嶋
順
正

『正
倉

院
宝
物
銘
文
集
成
』
吉
川
弘
文
館
、

]
九
七
八
年

長
沙
市
文
物
考
古

研
究
所
他
編

『長
沙
東
牌
楼
東
漢
簡
憤
』
文
物
出
版
社
、

二
〇
〇
六
年

長
沙
簡
腰
博
物
館

他
編

『長
沙
走
馬
楼
三
国
呉
簡

〔壱
〕
』
文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年

李
錯
賢

『
韓
国
木

簡
基
礎
研
究
』

図
書
出
版
新
書
院
、

二
〇
〇
六
年

金
鐘
萬

『
百
済

の
度
量
衡
』
国
立
扶
鯨
博
物
館
、

二
〇
〇
三
年

大
隅
亜
希

子

「
口
本
古
代

の
権
衡
制
度
」

(
『
ヒ
ス
ト
リ

ア
』

一
七
四
、
二
〇
〇

一
年

)
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東
潮
氏

は

『倭
と
加
耶

の
国
際
環
境
』

(吉

川
弘
文
館
、

二
〇
〇
六
年

)

の
中
で
、
大
和

六
号
墳

(
五

世
紀
前
半
か
ら
中
葉
)
出
土

の
多
量

の
鉄
艇
を
す

べ
て
計

測
し
、
小
鉄
鍵
と
大
鉄
鍵

に
分
類
し
、
小

鉄

鍵

の
平
均
重
量
を

2
2

・
2

9
と

し
た
。

こ
の
小
鉄

鍵

一
枚

の
重
さ

で
銅
鍵

二
百
枚
を
そ

ろ
え
た

と
す
れ
ば
、

4
4
4
0

9
に
な
り
、

1
4
3
4

9
の
隅
田
神
社
鏡
が

3
枚
ほ
ど
作
れ
る
計
算

に
な
る
。

私
案
は
隅
田
神
社
鏡

の

「
銅

二
百
」
と

い
う
数
字
を

こ

の
小
鉄
鍵

の
枚
数

の
重
さ
と
す

る
こ
と

に
反

対

す
る
も

の
で
は
な

い
。
し

か
し
、
「
旱
」
を
助
数
詞

と
す
る
確
か
な
史

料
が
出

て
こ
な

い
以
上
、

「
旱
」
を
助
数

詞
と
見
る

べ
き

で
は
な
く
、

「旱
」

は

「畢
」

の
異
体
字
と
見

る

こ
と
を

決
し

て
妨

げ
な

い
も

の
と
考
え
る
。

楊

伯
峻

・
何
楽
士

『古
漢
語
語
法
及
其
発
展

(修

訂
本
)』

語
文
、

二
〇
〇

二
年

宮

澤
知
之

「
魏
晋
南
北
朝
時
代

の
貨
幣
経
済
」

(『鷹

陵
史
学
』

二
六
、

二
〇
〇
〇
年
)

三
木
太
郎

『古
鏡
銘
文
集
成
』
新
人
物
往
来
社

、

一
九
九
八
年

車
崎
正
彦

「
隅
田
八
幡
人
物
画
像
鏡
の
年
代
」

(
『継
体

王
朝

の
謎
』
河
出
書
房
新
社
、

一
九
九
五
年
)

川
西
宏
幸

『同
型
鏡
と

ワ
カ
タ
ケ
ル
』
同
成
社

、
二
〇
〇
四
年

南

豊
鉱

『吏
讃
研
究
』
囲
叫
朴

(太
學
社
)
、
二
〇
〇
〇
年

小
倉

進
平

『小
倉
進
平
博
士
著
作
集

1
郷
歌

及
び
吏

読

の
研
究
』
京
都
大
学
国
文
学
会

、

一
九

七
四

年小
林
芳
規

『角
筆
文
献
研
究
導
論
上
巻
東

ア
ジ

ア
篇
』
汲
古
書
院
、

二
〇
〇

四
年

橋
本
繁

「
慶
州
雁
鴨
池
木
簡
と
新
羅
内
廷
」

(
『韓
国
出
土
木
簡

の
世
界
』
雄
山
閣

、
二
〇
〇
七
年
)

奈

良
文
化
財
研
究
所
編

『奈
良
文
化

財
研
究

所
紀
要

2
0
0
4
』

二
〇
〇

四
年

三
上
喜
孝

「
文
書
様
式

「牒
」

の
受
容

を
め
ぐ
る

一
考
察
」

(
『山
形
大
学
歴
史

・
地

理

・
人
類
学
論

集

』
七
、

二
〇
〇
六
年
)

中
村
圭
爾

「
魏
晋
南
北
朝

の
公
文
書

の
種

類
と
体
系
」

(
『人
文
研
究
』

五
二
、

二
〇
〇
〇
年

)

冨
谷
至
編
著

『流
沙
出
土

の
文
字
資
料
』
京

都
大
学
学
術
出
版
社
、

二
〇
〇

一
年

『斯
坦
因
第
三
次
中
亜
考
古
所
獲
漢
文
文

献

(非
仏
経
部
分
)
』
上
海
辞
書
出
版
社

二
〇
〇
五
年

永
田
英
正
編

『漢
代
石
刻
集
成
』

同
朋
社

出
版
、

一
九
九
四
年

李
成
市

『古
代

ア
ジ

ア
の
民
族
と

国
家
』

岩
波
書
店
、

一
九
九

八
年

大
熊
久
子

『十
巻
本
伊
呂
波
字
類
抄

の
研
究
』
東
京
学
芸
大
学
国
語
学
第

三
研

究
室
、

一
九
八
八
年

李
圭
甲
編

『高
麗
大
蔵
経
異
体
字
典
』

高
麗
大
蔵
経
研
究
所
、

二
〇
〇
〇
年

(
37
)

(
38
)

東
洋
学
研
究
所
編

『千
字
文
』
檀

国
大
学
校
出
版
部
、

一
九
七
三
年

ま
た
、
平
安
初
期

の
訓
点
を
持

つ
西
大
寺
本

『金
光
明
最
勝
王
経
』

に
は

と
読
む
例

が
あ

る
。
こ
れ
も

「
以
」
と

「
取
」

の
混
用
例
と
な

ろ
う
。

川

口
勝
康

『
日
本

通
史
第

2
巻
』

岩
波
書
店
、

一
九
九
三
年

森

下
章
司

『文
字

と
古
代

日
本

1
』

吉
川
弘
文
館
、

二
〇
〇

四
年

「
以

」

を

「
ト

(リ

)

て

」
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参
考
資
料

隅
田
八
幡
神
社
人
物
画
象
鏡

①「所

白

上
」

(東
博
写
真
)

④

『巌
窟
蔵
鏡
』

三
四
二

「口
旱
辰
」

②

③

「百

畢

取
」

⑤

『勅
書
銅
板
』

(「正
倉
院
宝
物
銘
文
集
成
」
)

「荘
厳
巳
畢
」

垂

r

篇
＼

謁

層

訳
膨

談

ド
、議

・
》

げ

。

ポ
W

,

ζ

『喬
③

取

の
ト

レ
ー

ス

◎

藁

⑥

『吐
魯
番
出
土
文
書

〔壱
〕』

p
三
〇
四

「参
疋
使
畢
」

⑧

義
、轟

だ

・

⑦

『長
沙
東
牌
楼
東
漢
簡
憤
』

四
七
背

「往
年
遇
旱
了
」

冴⊃

藷

曜

,
ボ

'

望

心

㌔

、

『長
沙
走
馬
楼
三
国
呉
簡

「播
有
畢
」

(
三

)
』

p
三

二

調
鵡
醤

講

薩
馨

パ
懸
鍵
欝

難
禽
界

②

畢

の

ト

レ
ー

ス

藩
⑨

『高
麗
大
蔵
経
異
体
字
典
』

「取
」
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